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発行広報委員会

経
営
対
策
委
員
会
と
技

術
研
究
会
で
は
九
月
十
一

日
に
県
板
三
階
会
議
室
で

合
同
委
員
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
会
議
に
は
㈱
日
本

長
尺
金
属
工
業
界
副
会
長

中
浪
義
夫
氏
と
中
川
嘉
郎

本
部
事
務
局
長
を
、
ま
た

少
し
時
間
を
ず
ら
し
て
元

旦
ビ
ュ
ー
テ
ィ
エ
業
㈱
か

ら
名
古
屋
支
店
支
店
長
、

長
塚
安
秀
氏
と
浜
松
営
業

所
々
長
、
森
山
広
之
氏
の

２
名
を
お
招
き
し
て
意
見

交
換
会
を
行
っ
た
会
議
に

は
社
団
法
人
日
本
長
尺
金

属
工
業
会
（
日
長
金
）
東

海
地
区
委
員
の
沼
津
啓
二

氏
と
加
藤
友
三
氏
と
県
板

側
か
ら
平
野
理
事
長
な
ら

び
に
石
原
英
司
経
営
対
策

委
員
長
、
高
柳
一
男
技
術

研
究
委
員
長
の
他
両
委
員

会
八
名
の
委
員
が
出
席
し

た
。
は
じ
め
に
日
長
金
の

４
巳
▼
，
Ａ
唖
▽
０
８
■
▼
’
二
、
▼
〃
●
。
？
〃
ａ
固
▼
Ｊ
０
ｅ
ｑ
Ｊ
０
且
Ｂ
ｒ
且
も
り
’
ユ
画
７
Ｊ
典
で
’
一
＆
▼
〃
８
瓦
も
’
Ａ
画
７
４
画
Ｔ
ｌ
ユ
も
７
・
畳
Ｔ
ｊ
Ａ
ｗ
ｖ
０
●
ユ
セ
。
‐
一
偽
ｖ
Ｉ
・
冬
音
。
ｊ
▲
園
▼
，
斗
悪
②
〃
▲
■
－
１
４
エ
Ｔ
，
▲
ｕ
７
６
号
ｊ
一
ぬ
▼
″
４
写
Ｄ
Ｄ
－
Ｒ
ｖ
１
昼
画
ｏ
０
ａ
Ｂ
７
Ｅ
■
ｎ
Ｆ
，
品
⑤
Ｊ
ｏ
ａ
ｏ
、
且
園
▼
２
．
乳
零
Ａ
ｑ
〃
０
。
■
固
・
，
ロ
ｎ
▼
０
４
弓

設
業
に
求
め
ら
れ
る
条
件

と
し
て
次
の
三
つ
の
目
標

を
上
げ
ら
れ
た
。

①
国
民
に
対
す
る
目
標

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

に
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

で
良
い
も
の
を
安
く
・

②
経
営
体
に
対
す
る
目

標

技
術
と
経
営
に
優

れ
た
企
業
が
自
由
に

の
び
ら
れ
る
競
争
環

境
づ
く
り
。

③
建
設
産
業
で
働
く
人

に
対
す
る
目
標

技
術
と
技
能
に
優

れ
た
人
材
が
生
涯
を

託
せ
る
産
業
作
り以

上

日
長
金
で
は
金
属
屋
根

金
属
屋
根
業
界
と

板
金
業
界
の
意
見
交
換
会

鑑
権
耐
霊
霊
一
》
一
一
合
同

講
習
を
十
月
二
十
五
日
に

名
古
屋
で
開
催
す
る
参
加

費
が
一
万
六
千
円
と
少
し

高
い
が
会
員
以
外
で
も
希

望
者
は
受
講
で
き
る
の
で

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
る
。通

産
省
で
は
「
企
業
間

高
度
電
子
商
取
引
推
進
事

業
」
の
一
つ
と
し
て
建
材

産
業
情
報
化
研
究
開
発
事

業
（
略
称
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
で

オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

デ
ー
タ
交
換
シ
ス
テ
ム
・

商
品
情
報
の
検
索
・
見
積

情
報
の
交
換
な
ど
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

一
般
ユ
ー
ザ
ー
に
情
報
を

提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
を
一

九
九
八
年
ま
で
に
開
発
す

中
川
事
務
局
長
よ
り
日
長

金
の
行
っ
て
い
る
事
業
に

つ
い
て
詳
し
く
報
告
が

あ
っ
た
が
そ
の
概
略
を
報

告
す
る
。

日
長
金
は
昭
和
三
十
八

年
に
通
商
産
業
省
の
認
可

を
得
て
長
尺
金
属
板
の
普

及
な
ら
び
に
技
術
の
向
上

を
目
指
し
て
設
立
さ
れ
た

事
業
は
組
織
・
財
務
運
営

安
全
対
策
事
業
、
調
査
研

究
事
業
、
施
工
管
理
事
業

品
質
管
理
事
業
、
経
営
対

策
事
業
、
広
報
事
業
の
七

つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

保
険
事
業
は
労
災
保
険

に
加
え
て
任
意
加
入
に
よ

る
「
特
別
障
害
保
険
」
を

行
っ
て
い
る
昨
年
度
は
二

件
の
死
亡
事
故
と
六
件
の

入
院
事
故
が
発
生
よ
り
安

全
に
は
力
を
入
れ
た
い
。

調
査
研
究
事
業
は
金
属
屋

根
生
産
・
施
工
の
動
向
調

る
。
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
よ
る
情

報
は
消
費
者
、
建
築
主
、

工
務
店
が
簡
便
に
建
材
情

報
を
入
手
し
、
欲
し
い
も

の
を
広
範
な
選
択
肢
の
中

か
ら
容
易
に
選
択
で
き
る

シ
ス
テ
ム
高
品
質
の
建
材

が
手
に
入
り
、
豊
か
な
生

活
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
。

ま
た
情
報
交
換
に
よ
り

生
産
・
流
通
の
合
理
化
を

推
進
し
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

を
図
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

日
長
金
で
は
以
上
の
よ
う

な
事
業
を
展
開
し
て
い
る

と
中
川
氏
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
。

元
旦
ビ
ュ
Ｉ
テ
ィ
ー
エ

業
か
ら
は
森
山
氏
か
ら
元

旦
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。
施
工
に
は
各
県
に
元

旦
会
が
あ
り
元
旦
会
が
責

任
施
工
で
工
事
を
行
っ
て

い
る
。
成
型
か
ら
施
工
ま

で
一
貫
し
た
製
品
を
販
売

す
る
の
で
高
い
製
品
で
あ

る
。
フ
ッ
素
塗
装
製
品
よ

り
カ
ラ
ー
ア
ル
ミ
や
ス
テ

ン
レ
ス
商
品
を
販
売
す
る

よ
う
に
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
も
展

開
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｍ
料
は

一
億
円
を
超
す
の
で
製
品

も
高
く
な
る
。
元
旦
は
日

長
金
に
加
盟
し
て
い
な
い
。

説
明
の
後
質
疑
応
答
に

入
っ
た
。

質
問
、
日
長
金
東
海
地
区

に
は
十
一
日
会
と
言
う

会
が
あ
る
が
日
長
金
と

の
間
で
談
合
が
行
わ
れ

（
次
頁
五
段
へ
続
く
）

催
し
た
。
広
報
事
業
は
機

関
紙
「
金
属
屋
根
・
施
工

と
管
理
」
を
毎
月
発
行
し

て
い
る
。
現
在
会
員
会
社

は
全
国
で
六
百
六
十
社
を

数
え
東
海
地
区
は
十
社
と

な
っ
て
い
る
。
東
海
地
区

の
会
合
は
二
ヶ
月
に
１
回

開
催
し
て
い
る
。

建
設
関
係
に
従
事
す
る

若
年
労
働
者
は
今
後
若
年

層
の
人
口
減
少
に
伴
い
若

年
層
に
限
ら
ず
広
く
一
般

に
人
材
確
保
を
し
て
基
幹

技
能
者
を
育
成
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
の

た
め
に
は
国
の
助
成
を
受

け
る
こ
と
が
出
来
る
。

ま
た
国
の
建
設
産
業
大

綱
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
建

き
は
ほ
と
ん

ど
な
く
屋
根

は
シ
ー
ト
防

水
が
ほ
と
ん

ど
で
金
属
屋

根
は
厚
板
で

施
工
す
る
た

め
縦
ハ
ゼ
式

な
ど
の
屋
根

が
少
し
見
ら

れ
る
だ
け
で

あ
る
。
管
理

事
業
は
「
金

属
屋
根
工
事

技
士
」
の
資

格
取
得
や
資

格
更
新
の
た

め
の
義
務
講

習
会
を
七
年

度
は
全
国
十

一
ヵ
所
で
開

査
を
行
う
一
方
海
外
へ
視

察
団
を
派
遣
し
て
現
地
の

金
属
事
項
業
者
を
訪
問
し

た
ア
メ
リ
カ
に
は
折
板
葺

愛知県
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る
。
さ
ら
に
、

メ
ー
カ
ー
が

展
示
す
る
建

築
板
金
用
材

料
、
工
具
等

の
活
用
に
つ

い
て
も
検
討

す
る
。
と
い

う
も
の
で
す
。

愛
板
青
年
部

か
ら
は
、
近

藤
泰
則
君

（
東
三
）
・

藤
井
秀
幸
君

（
東
三
）
・

松
井
祐
治
君

（
豊
田
）
・

岩
崎
崇
君

（
安
城
）
の

４
名
が
出
席

侭
》
窯
幽
幽
竃

平
成
８
年
９
月
８
日
。

９
日
の
両
日
、
奈
良
県
・

天
理
市
『
奈
良
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
』
に
お
い
て
第
Ⅳ
回

全
板
連
青
年
部
研
究
会

『
あ
す
な
る
研
究
会
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

研
究
会
の
目
的
は
、
建
築

板
金
業
界
の
在
る
べ
き
姿

を
株
築
し
、
新
規
入
職
者

が
安
心
し
て
働
け
る
魅
力

あ
る
職
場
環
境
作
り
を
促

写b宅羅旬韻巽騨坤蛎津騨秀、 白閏"も＝語

第
而
回

全
日
本
板
金
工
業
組
合
連
合
会
（
全
板
連
）

青
年
部
研
究
会

し
ま
し
た
。

野
溝
全
板
連
青
年
部
部

長
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
開

講
式
は
、
臼
井
全
板
連
理

事
長
・
大
杉
武
夫
西
部
ブ

ロ
ッ
ク
会
長
・
御
須
第
４

部
会
担
当
理
事
（
青
年
部

担
当
）
・
地
元
、
吉
川
奈

良
県
板
理
事
長
の
挨
拶
と

続
き
ま
し
た
。
次
に
、
基

調
講
演
に
移
り
、
「
経
営

と
雇
用
の
改
善
」
に
つ
い

て
を
テ
ー
マ
と
し
て
㈱
大

塚
の
塚
本
宏
氏
が
お
話

さ
れ
ま
し
た
。
塚
本
氏
は

問
屋
さ
ん
の
社
長
さ
ん
で

す
が
、
住
宅
建
築
業
界
の

現
状
に
危
機
感
を
持
っ
て

い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
対
策

を
立
て
て
見
え
同
感
す
る

点
が
た
く
さ
ん
在
り
ま
し

た
。
こ
の
後
、
参
加
者
（
約

皿
名
）
を
七
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
各
グ
ル
ー
プ

毎
に
討
論
会
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
は
「
も
う
か
り

ま
っ
か
？
板
金
業
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
各
グ
ル
ー
プ

は
話
し
合
い
自
分
の
入
っ

た
グ
ル
ー
プ
で
は
各
自
の

年
収
の
発
表
と
か
材
料
単

価
の
比
較
と
か
で
大
変
盛

＃；

溌霧

賃
は
高
い
と
言
わ
れ
て

い
る
が
何
を
根
拠
に
高

い
と
い
う
の
か
。

回
答
、
円
高
に
な
り
外
国

の
住
宅
が
安
く
輸
入
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か

ら
で
は
な
い
か
。
日
本

の
流
通
は
複
雑
で
よ
く

分
か
ら
な
い
し
そ
れ
ら

も
原
因
の
一
部
で
は
な

ろ
断
軍
塞
轡

進
す
る
た
め
に
、
「
経
営

と
雇
用
の
改
善
」
に
つ
い

て
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、

グ
ル
ー
プ
討
論
会
を
通
じ

て
研
究
す
る
。
ま
た
、
「
も

う
か
り
ま
っ
か
？
板
金

業
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し

て
、
雇
用
改
善
の
コ
ス
ト

を
ま
か
な
う
原
資
と
し
て

の
収
益
を
い
か
に
確
保
す

る
か
と
い
う
観
点
か
ら
経

営
改
善
の
方
策
を
研
究
す

愛

ル
ー
プ
の
意
忙
一
言
二
一
一
一
一
冒
二
一
一
一
一
二
二
一
一
一
一
二
二
一
一
一
言
二
一
一
一
一
一
三
二
一
一
一
一
二
二
一
一
一
一
こ
二
一
一
一
言
二
一
一
一
一
一
』
ニ
ニ
一
一
一
二
二
一
一
一
一
三
一
一
ｍ
し
も
評
価

議
撫
鍵
織
織
灘
議
灘
講
識
剖

曇
趣
塞
》
》
、
帆
会
秤
翫
塾
畔
師
燭
畔
錘
燕
雀
葬
麺
唾
麺
塞
睡
塞
叩
屋
唇
僻
｝

つ
り
全
体
の
叩
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
詳
細
州
だ
め
。
平

講
評
が
あ
っ
叩
に
つ
い
て
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。
川
野
理
事
長

て
解
散
と
な
州
◆
開
催
日
時
川
が
補
足
。

鯉
凱
卿
平
諦
悼
潮
月
諦
藤
耐
が
値
下
が

恥
質
問
、
単
価

Ⅲ
り
し
て
い

香
川
県
で
開
川
正
午
開
宴
川
る
原
因
に

催
さ
れ
る
予
川
◆
場
所

川
つ
い
て
。

定
だ
そ
う
で
州
一
一
一
谷
温
泉
「
ひ
が
．
き
ホ
テ
ル
」
岬
回
答
、
従
来

一
郡
山
準
韮
。
仙
髭
挫
池
塞
鎧
狸
婚
嗣
糾
叫
‐
釧
御
典
１
１
㈹
州
榊
睦
》
》

豊
田
松
井
州
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
５
３
３
（
船
）
４
１
１
７
州
上
げ
る
こ

川
◆
会
費
一
一
一
、
○
○
○
円
川
と
は
難
し

当
一
言
二
二
一
一
言
二
一
一
一
一
言
二
一
一
一
一
一
二
二
一
一
一
言
二
一
一
一
一
言
二
一
一
一
一
言
二
二
一
一
言
二
二
一
一
一
二
一
一
一
一
一
言
二
二
一
一
一
二
二
一
一
一
一
二
二
Ⅷ
い
現
実
に

い
か
。
中
浪
氏
。

質
問
、
日
長
金
の
講
習
会

の
受
講
料
は
少
し
高
い

・
の
で
は
な
い
か
。

回
答
、
講
師
に
大
学
教
授

や
専
門
技
術
者
を
招
く

の
で
こ
の
講
習
料
に
な

る
。

質
問
、
板
金
組
合
で
も
言

え
る
こ
と
だ
が
資
格
を

持
っ
て
い
て
も
何
の
メ

リ
ッ
ト
も
な
い
の
で
何

か
特
典
が
あ
る
よ
う
に

な
ら
な
い
か
。

回
答
、
皿
月
の
講
習
は
「
金

属
屋
根
工
事
技
士
」
の

資
格
更
新
の
講
習
で
あ

る
が
資
格
を
取
得
し
て

い
て
も
社
会
で
は
必
ず

か
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
前
日
の
グ

ル
ー
プ
毎
に
別
れ
前
日
の

続
き
の
討
論
会
を
行
い
最

後
に
ま
と
め
と
い
う
事
で

し
た
が
、
な
か
な
か
ま
と

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
は
グ
ル
ー
プ
別
討

論
会
の
後
の
全
体
討
論
会

が
無
か
っ
た
為
、
他
の
グ

場 い 習 県 驚 の た 今 り
をまう板か横＝,回上
移し点青さの奈のが
したが年れ繋良研り
て・沢部まが県究ま
懇こ山としり板会し
親のあしたの青をた
会 後 る て ・ 深 年 設 ･
が、とも愛さ部営ま
開会思見知にｰした

、

マーミ声一首内合マー冒岸ヘーニーーマー百内合司声へ一己島づ

質 回
問の的な三は答て
、。にど晃な、い
日中しののいそる'一、

本浪て意橋。のの前
の氏発見口十よで頁
住。足交氏一うは；
毒盤韓郡続
工も目価は､とかs

ｏ

や
れ
る
屋
根
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
中
浪
氏
。

ゼ
ネ
コ
ン
か
ら
言
わ
れ

て
い
る
単
価
で
ハ
イ
ハ

イ
と
言
っ
て
や
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
竹

中
工
務
店
の
全
国
の
単

価
を
見
る
と
名
古
屋
が

一
番
安
い
単
価
に
な
っ

て
い
る
。

元
旦
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
と
の

対
立
に
つ
い
て
・

質
問
、
鳶
に
油
げ
を
さ
ら

わ
れ
る
よ
う
に
仕
事
を

横
取
り
さ
れ
て
い
る
が

事
前
に
相
談
と
か
話
し

合
い
が
出
来
な
い
も
の

か
。

回
答
、
今
後
は
相
談
は
す

る
よ
う
に
し
た
い
。

質
問
、
公
共
工
事
の
分
離

発
注
に
つ
い
て
。

回
答
、
理
想
で
あ
る
が
労

災
保
険
と
か
書
類
と
か

現
場
の
安
全
や
足
場
な

ど
の
問
題
が
数
多
く
あ

り
一
寸
無
理
で
あ
ろ
う
。

平
常
か
ら
組
織
で
力
を

付
け
る
こ
と
が
大
事
で

あ
り
自
身
た
ち
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
か
ら
で
金
属

だ
け
で
は
だ
め
、
同
業

者
や
異
業
種
と
の
協
調

を
す
す
め
タ
イ
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
回
答
さ
れ
た
。
活

発
な
意
見
交
換
が
さ
れ

会
議
を
終
了
し
た
。

鷲
見
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一
ダ

出
て
内
田
商
店
を
始
め
た

の
は
昭
和
二
十
四
年
の
正

月
で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
は
戦
後
の
物
不

足
の
時
代
で
ト
タ
ン
を
仕

入
れ
る
の
も
切
符
制
で
あ

り
大
変
で
あ
っ
た
。
そ
ん

な
頃
か
ら
や
り
手
の
林
造

繁
栄
の
役
割
を
担
う
の
は
次
説
明
し
て
行
き
た
い
。
必

「
責
任
施
工
保
証
制
度
」
☆
平
成
２
年
３
月
第
一
次
《
）（

ｅ

ビ
ジ
ョ
ン
の
提
一
一
一
三
、
い
わ
ゆ
癌

将
来
を
見
据
え
て
何
事
も
入
る
板
金
業
界
の
未
来
像
を
描
《

よ
り
先
に
一
歩
前
進
い
た
提
一
一
一
一
口
が
な
さ
れ
た
。
そ
必

一
足
早
く
「
保
証
制
度
」
に
麺
棒
信
共
渉
挿
珂
鐸
毒
読
鈍
》

，
、
！
‐
、
：
１
．
．
：
！
．
…
〃
：
‐
、
‐
…
：
ｌ
私

罫
り
ぐ
ウ
３
＄

陰
会
長
内
田
林
造
氏

●､ン:､ン:､し':､:,今､ン:､､ン目､､&,宇､２，写､ン目､､ン:､シ弓､しヘン§ミン目､心 ”
（
ウ
ぐ
り
Ｃ
ウ
ぐ
っ
Ｃ
ウ
心
ウ
ぐ
う
ぐ
り
Ｃ
つ
ぐ
ウ
ｃ
ウ
ｃ
ウ
ぐ
っ
ｃ
ウ
ｃ
ウ
ぐ
っ
心
ウ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
ウ
ｃ
つ
ぐ
り
ぐ
ウ
Ｃ
つ
ぐ
つ
ぐ
つ
心
〕
○ｊ

《
板
金
業
界
・
一
一
十
一
世
紀
の
共
に
、
制
度
の
仕
組
み
を
順
《

渥
美
半
島
の
赤
羽
根
町

の
ブ
リ
キ
屋
内
田
板
金
の

次
男
林
造
氏
（
現
在
七
十

四
才
）
が
材
料
を
買
っ
て

ブ
リ
キ
屋
を
や
る
な
ら

い
っ
そ
ト
タ
ン
屋
に
な
っ

て
売
る
こ
と
も
始
め
よ
う

と
一
念
発
起
し
て
豊
橋
に

写､ン:､§''５、､ン:､ミバ､心令ン弓､ン:、

『
ブ
リ
キ
屋
』
『
ト
タ
ン
屋
』

自
分
の
職
業
を
手
っ
取
り
早
く
説
明
す
る
の
に
ぴ
っ
た
し
の
言
葉
で
あ
っ
た
が
い
つ
の
頃

か
ら
か
○
○
板
金
と
か
○
○
工
作
所
と
言
う
屋
号
が
多
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
で
も

組
合
員
の
中
に
「
○
○
賦
力
店
」
や
「
○
○
ブ
リ
キ
店
」
と
言
う
屋
号
の
店
は
か
な
り
あ

る
。
こ
の
店
は
お
そ
ら
く
古
－
く
か
ら
あ
る
老
舗
の
板
金
屋
さ
ん
だ
と
思
う
。

愛
知
県
亜
鉛
鉄
板
問
屋
会
に
は
「
ブ
リ
キ
屋
」
か
ら
「
ト
タ
ン
屋
」
に
事
業
を
拡
大
し
た

問
屋
さ
ん
が
何
社
か
あ
る
。
今
回
は
そ
ん
な
問
屋
さ
ん
を
紹
介
す
る
。

第
三
回
株
式
会
社
ウ
チ
ダ

屋

｢責任施工保証制度」
〈保証事業委員会＞

心
⑪
ｃ
つ
ぐ
つ
ぐ
心
ぐ
り
ぐ
り
Ｃ
ウ
ｃ
ウ
ｃ
９
い
つ
。

な
取
組
み
が
出
来
る
配
慮
と
（
Ｓ
）
》

オ
升
α
Ｅ
呼
び
在
一
陣
と
写
長
日
航
工
帝
陵
」
て
ま
そ

取
り
組
も
う
、
そ
し
て
他
社
銭
保
証
）
が
中
心
の
保
証
制

に
繁
栄
の
差
を
つ
け
よ
う
。
度
か
ら
「
全
板
型
責
任
施
工
」

☆
毎
年
度
「
責
任
施
工
保
に
基
本
的
に
変
わ
る
。
つ
ま

証
事
業
」
は
愛
知
県
板
の
重
り
責
任
施
工
を
中
心
に
し
、

点
事
業
と
さ
れ
な
が
ら
、
金
銭
保
証
は
二
次
的
損
害
保

遅
々
と
し
て
実
績
が
上
が
ら
証
を
前
提
に
「
保
証
書
」
を

な
い
。
原
因
は
ど
こ
に
有
る
発
行
す
る
。
あ
く
ま
で
組
合

の
か
究
明
し
な
が
ら
、
組
合
貝
の
利
益
が
最
優
先
で
あ
り
、

員
に
向
け
た
継
続
的
な
Ｐ
Ｒ
そ
の
た
め
の
組
合
に
よ
る
支

や
講
習
な
ど
で
保
証
事
業
の
援
制
度
が
「
ビ
ジ
ョ
ン
型
責

本
来
の
目
的
の
理
解
と
早
急
任
施
工
制
度
」
で
あ
る
。

介
す
る
。

ウ
チ
ダ
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社
ウ
チ
ダ

本
社
所
在
地

豊
橋
市
問
屋
町
一

’
五

加
工
セ
ン
タ
ー
豊

橋
市
問
屋
町
一
七

八
創
業
昭
和
二
十
四

年
一
月

設
立
昭
和
二
十
七

年
代
表
取
締
役

鈴
木
恒
雄

資
本
金

五
、
九
五
七
万
円

従
業
員

六
十
名

日
本
工
業
規
格
表
示

許
可
工
場
（
Ｊ
１

▲社

本
社
所
在
地

豊
橋
市
小
畷
町
一
七
六

代
表
取
締
役
河
合
慶
二

資
本
金
一
千
万
円

従
業
員
八
名

取
引
先
約
五
十
社

建
設
業
許
可
愛
知
県
知

事
許
可
（
般
１
６
第
２

０
７
８
４
号
）

以
上

鷲
見
、
吉
田

号､ン:､:ｸ令昌,令呂,令心‘:、§,ヘン:､､ン:､ン:､:宛､:,叡呂，

つ
ぐ
つ
ぐ
ウ
ぐ
り
Ｃ
っ
Ｃ
つ
ぐ
ウ
ぐ
り
ぐ
り
ぐ
っ
い
つ
Ｓ
邸

Ｓ
工
場
）

許
可
番
号
４
９
３
０
０

２許
可
年
月
日

平
成
五
年
四
月
四
日

事
業
，
内
容
建
築
資
材
の

販
売
長
尺
屋
根
材
、
側

壁
材
、
折
曲
材
の
加
工

な
ら
び
に
販
売
。

取
引
先
建
築
板
金
店
、

工
務
店
、
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
等
約
四
百
五
十
社

営
業
地
域
東
三
河
、
浜

松
、
袋
井
以
西
。

配
達
は
豊
橋
市
、
豊
川
市

宝
飯
部
は
午
前
午
後
の
二

回
そ
の
他
の
地
区
は
一
日

一
回
遠
隔
地
は
週
二
回
の

配
達
で
対
応
し
て
い
る
。

お
断
り
・
県
板
組
合
員
名

簿
卵
版
巻
末
の
問
屋
会
名

簿
平
成
五
年
名
簿
に
よ
る

と
三
番
目
に
㈱
イ
ト
ー
さ

ん
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が

廃
業
さ
れ
て
い
る
の
で
今

回
㈱
ウ
チ
ダ
さ
ん
を
取
り

上
げ
た
。

氏
が
県
内
の
三
割
ほ
ど
の

ト
タ
ン
を
東
三
河
地
方
で

販
売
し
て
い
た
と
聞
く
。

社
是
を
『
誠
賓
』
と
掲

げ
お
得
意
さ
ま
の
発
展
と

従
業
員
の
幸
福
を
第
一
に

微
力
な
が
ら
も
社
会
に
奉

仕
す
る
。
お
得
意
さ
ま
に

は
仕
事
の
手
助
け
を
す
る

よ
う
な
販
売
を
常
に
心
が

け
公
正
な
価
格
と
共
栄
金

等
に
よ
る
諸
制
度
を
取
り

入
れ
て
、
共
存
共
栄
の
道

を
歩
ん
で
き
た
。
ま
た
、

新
製
品
の
技
術
開
発
に
は

昭
和
四
十
二
年
に
豊
橋
三

晃
㈱
を
設
立
、
長
尺
製
品

の
施
工
技
術
を
指
導
し
た

り
昭
和
四
十
六
年
に
は
㈱

豊
橋
板
金
加
工
セ
ン
タ
ー

を
設
立
し
て
地
域
の
お
得

意
さ
ま
の
要
望
に
協
力
で

き
る
体
制
を
整
え
て
き
た
。

会
社
は
発
展
を
続
け
内

田
商
店
を
昭
和
二
十
七
年

に
有
限
会
社
に
四
十
八
年

に
は
株
式
会
社
ウ
チ
ダ
に

と
成
長
し
て
き
て
昭
和
五

十
六
年
に
は
社
長
を
二
代

目
愛
造
氏
が
受
け
継
ぎ
ウ

チ
ダ
グ
ル
ー
プ
の
新
組
織

の
改
革
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
後
社
長
は
三
代
目

内
田
哲
史
氏
か
ら
現
在
は

四
代
目
で
創
業
者
林
造
氏

の
義
弟
の
鈴
木
恒
雄
氏
が

代
表
取
締
役
と
な
り
幅
広

く
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

従
業
員
に
は
会
社
の
成

長
に
合
わ
せ
て
持
ち
株
制

度
や
社
債
を
発
行
し
、
利

豊
橋
三
晃
株
式
会
社

益
配
分
の
方
法
を
進
め
小

企
業
の
特
長
を
生
か
し
た

制
度
に
よ
り
、
希
望
を

持
っ
て
楽
し
く
働
け
る
職

場
作
り
に
努
め
て
き
た
。

し
か
し
、
現
在
は
バ
ブ

ル
崩
壊
後
の
経
済
状
況
で

設
備
投
資
の
減
少
と
な
り

需
要
が
低
迷
し
て
い
て
ウ

チ
ダ
グ
ル
ー
プ
も
規
模
の

縮
小
を
計
画
各
社
を
合
併

し
て
組
織
の
簡
素
化
を
実

施
中
で
あ
る
。

尚
、
得
意
先
と
の
交
流

に
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
雨
樋

チ
ェ
ー
ン
会
、
ウ
チ
ダ
建

材
会
、
豊
三
会
の
三
会
が

あ
り
そ
れ
ぞ
れ
親
睦
会
を
開

催
し
て
親
睦
を
深
め
て
い
る
。

以
下
に
会
社
の
概
要
を
紹
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九
月
一
一
十
七
日
③
晴

三
一
○
号
編
集
会
議

委
員
四
名
出
席

午
後
五
時
終
了
③

９
月
応
日
恒
例
の
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

師
に
大
野
経
営
労
務
事
務

所
、
所
長
の
大
野
実
雄
氏

株
式
会
社
タ
ー
ー
タ
ハ
ウ
ジ

ン
グ
ウ
ェ
ア
名
古
屋
営
業

所
、
所
長
代
理
稲
船
順
一

氏
、
技
術
サ
ー
ビ
ス
課
本

橋
真
一
氏
ら
３
氏
に
よ
る

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

大
野
先
生
の
「
板
金
業

界
の
労
働
環
境
改
善
と
今

後
の
あ
り
方
」
は
、
聞
き

し
に
ま
さ
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
週
如
時
間
は
先

の
話
で
は
な
い
、
目
前
に

せ
ま
っ
て
い
る
の
で
す
個

人
だ
か
ら
零
細
だ
か
ら
で

許
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は

人
は
定
着
し
ま
せ
ん
若
い

方
は
入
っ
て
き
ま
せ
ん
若

い
人
の
い
な
い
業
界
に
将

来
は
な
い
。

◎
板
金
業
界
今
後
の
課
題

①
親
方
か
ら
経
営
者
へ

の
脱
皮

②
高
齢
化
対
策

③
経
営
基
盤
の
強
化

④
技
術
力
の
向
上

⑤
行
程
（
工
事
）
管
理

⑥
作
業
方
法
の
改
善
及

び
標
準
化

⑦
受
注
型
体
質
か
ら
提

案
型
体
質
へ
の
転
換

⑧
工
事
前
行
程
と
後
行

発
に
関
わ
る
事
だ
っ
た
が
、

万
博
が
決
ま
れ
ば
各
業
界

に
及
ぼ
す
経
済
効
果
は
大

き
な
物
に
な
る
か
ら
自
然

破
壊
な
ど
小
さ
な
事
だ
と
、

息
巻
い
て
い
た
が
…
…
…

そ
れ
は
短
絡
的
で
浅
知
恵

の
域
を
出
な
い
言
い
分
で

あ
る
。自

然
は
一
度
破
壊
し
た

ら
元
に
は
一
戻
ら
な
い
。

か
っ
て
日
本
は
経
済
発

展
途
上
に
「
イ
タ
イ
イ
タ

イ
病
や
四
日
市
ぜ
ん
そ

く
」
な
ど
海
域
汚
染
や
大

気
汚
染
の
自
然
破
壊
で
大

多
数
の
被
害
者
を
出
し
た

経
緯
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
今
回
の
森
林
開
発
は

形
こ
そ
違
え
相
通
じ
る
も

の
が
あ
る
。
経
済
発
展
も

い
い
け
れ
ど
、
何
か
を
犠

牲
に
し
た
大
義
名
分
の
経

済
発
展
は
理
解
し
が
た
い
。

ど
う
し
て
も
候
補
地
で

の
「
あ
い
ち
万
博
」
を
望

む
な
ら
識
者
の
言
う
「
自

然
と
共
生
」
の
方
策
が
最

良
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
人

の
痛
み
が
分
か
ら
ず
事
の

真
意
が
理
解
で
き
な
い
短

絡
的
な
人
間
こ
そ
ロ
ク
な

ヤ
シ
で
は
無
い
の
で
あ
る
。

ほ
ん
の
数
十
年
前
ま
で
日

本
で
だ
し
て
た
事
、
忘
れ

て
は
な
る
ま
い
。

大
野
先
生
、
㈱
タ
ニ
タ

の
稲
船
様
、
本
橋
様
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
組
合
員
、
役
員
の

皆
様
ご
苦
労
様
で
し
た
。

来
年
は
も
う
少
し
出
席
し

て
下
さ
い
。
最
後
に
大
野

先
生
の
言
葉
「
現
状
を
破

壊
し
な
け
れ
ば
未
来
は
な

い
」

東
三
吉
田

話
し
の
内
容
か
ら
最
初

の
方
は
、
沖
縄
の
米
軍
基

地
反
対
地
主
の
事
ら
し
く
、

三
千
人
の
地
主
の
九
割
近

く
が
一
坪
地
主
で
あ
り
、

こ
の
連
中
が
補
償
金
稼
ぎ

の
反
対
を
し
て
居
る
の
で

あ
っ
て
、
沖
縄
県
民
は
基

地
を
無
く
す
る
事
を
望
ん

で
居
な
い
…
と
か
。
た
し

か
に
米
軍
基
地
の
存
在
で

潤
っ
て
い
る
部
分
も
有
る

だ
ろ
う
。
無
く
な
っ
た
後

の
不
安
を
思
う
人
も
あ
る
。

し
か
し
戦
後
五
十
年
を
経

て
、
今
な
を
ジ
ェ
ッ
ト
機

の
潅
音
や
射
撃
訓
練
の
爆

発
音
、
私
有
地
の
強
制
使

用
、
米
軍
最
優
先
の
政
策

な
ど
沖
縄
県
民
が
受
け
続

け
て
い
る
事
実
を
、
本
土

に
住
む
我
々
は
考
え
た
事

が
有
る
だ
ろ
う
か
。

先
日
行
わ
れ
た
「
基
地

撤
去
、
賛
成
、
反
対
」
を

程
と
の
連
携
プ
レ
ー

⑨
作
業
者
（
従
業
員
）

の
業
務
・
技
能
目
標
の

明
確
化

⑩
無
価
値
の
仕
事
の
排

除
⑪
労
働
密
度
の
向
上

⑫
売
上
増
、
利
益
率

ア
ッ
プ
戦
略

⑬
社
外
制
度
・
施
設
の

利
用

⑭
賃
金
制
度
の
見
直

⑮
後
継
者
の
育
成
（
経

営
者
と
技
能
者
）

⑯
業
界
合
同
企
画

⑰
板
金
業
者
の
今
後
の

棲
み
分
け

◎
時
間
短
縮
改
善
案

①
計
画
的
段
取
り

②
１
年
以
内
単
位
の
変

形
労
働
時
間

③
休
憩
時
間
は
実
質
時

間
と
す
る

④
月
給
制
へ
の
切
り
替

え
◎
現
状
“
時
間
か
ら
週
如

時
間
の
差
は
畑
時
間
も
あ

り
ま
す
。
８
時
間
で
割
る

と
配
日
に
な
り
ま
す
、
そ

の
分
残
業
代
で
支
払
う
事

に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
時

短
改
善
案
を
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
何
度
も

い
う
が
若
い
人
は
給
料
が

同
じ
く
ら
い
の
会
社
な
ら
、

休
み
の
多
い
会
社
を
選
び

祷
編
集
後
記

「
反
対
々
々
と
言
う
ヤ
シ

に
ロ
ク
な
者
は
お
ら
ん
、

反
対
し
て
保
証
金
の
つ
り

上
げ
が
目
的
だ
」
…
…

「
自
然
破
壊
反
対
と
反
対

ば
か
り
し
て
い
た
ら
、
日

本
の
経
済
発
展
は
出
来
な

い
、
自
然
破
壊
な
ど
問
題

で
は
な
い
」
…
…

最
近
、
偶
然
二
回
も
前

記
の
よ
う
な
内
容
の
話
し

を
聞
い
た
。
電
車
の
中
と

待
合
室
で
、
私
と
は
面
識

の
な
い
人
達
の
話
し
を
聞

い
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、

私
は
唖
然
と
し
て
改
め
て

話
し
を
続
け
る
人
間
の
顔

を
見
直
し
た
も
の
だ
。

世
の
中
に
は
い
ろ
ん
な

性
格
の
人
が
居
る
も
の
だ

が
、
物
事
を
表
面
的
に
し

か
理
解
出
来
な
い
人
間
が

い
か
に
多
い
事
か
。

問
う
住
民
投
票
で

も
賛
成
票
が
圧
倒

的
で
有
っ
た
よ
う

に
住
民
運
動
は
高

ま
り
、
政
府
も

や
っ
と
重
い
腰
を

上
げ
お
座
な
り
の

改
善
策
を
打
ち
出

し
て
は
い
る
が
ま

だ
ま
だ
苦
労
は
続

く
。

一
方
、
自
然
破

壊
反
対
を
批
判
す

る
話
し
は
、
ど
う

や
ら
「
な
ど
や
万

博
」
の
候
補
地
開

中
村
支
部

型
日
定
例
会
皿
名

瑞
穂
支
部

２
日
県
板
共
済
加
入

申
込
み
受
付
６

名
加
入

緑
支
部

旧
日
支
部
例
会
６
名

中
川
港
支
部

濁
日
支
部
定
例
会
躯

名

９
日
青
年
部
定
例
会

昭
和
支
部

９
日
支
部
例
会
唱
名

名
古
屋
板
金
連
合
会

４
日
名
古
屋
祭
り
共

賛
職
人
展
山
月
４

・
５
．
６
日
に
つ

い
て
会
議

津
島
支
部

５
日
定
例
会
及
び

ボ
ー
リ
ン
グ
練
習

会
旧
名

つ
Ｃ
Ｄ
心
か
Ｃ
⑪
Ｃ
Ｄ
Ｃ
り
ｃ
ウ
Ｃ
ウ
ぐ
つ
Ｃ
つ
ぐ
つ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
り
ひ
り
０
つ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
⑨
ぐ
つ
ぐ
っ
心
ウ
い
り
Ｃ

〔
〕
）
月
各
支
部
の
動
き

ま
す
。
我
々
の
業
界
も
他

の
業
界
と
同
じ
労
働
環
境

を
要
求
さ
れ
る
時
代
に
な

り
ま
し
た
。

◎
㈱
タ
ニ
タ
の
本
橋
氏
に

よ
る
酸
性
雨
、
建
物
の
屋

根
や
壁
の
種
類
別
、
使
用

度
数
、
新
製
品
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
特
に
酸
性
雨

の
説
明
に
は
い
つ
も
驚
か

さ
れ
る
。
白
骨
化
し
た

木
々
、
魚
の
住
め
な
い
湖
、

錆
に
よ
る
鉄
筋
で
割
れ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
。
中
国
か

ら
の
も
の
と
い
わ
れ
る
が
、

部
の
動
き

春
日
井
支
部

８
日
定
例
会
凪
名

理
日
支
部
役
員
会

尾
張
板
金
連
合
会

８
日
ボ
ー
リ
ン
グ
大

〈
云

碧
南
支
部

幻
日
役
員
会
唱
名

豊
田
支
部

哩
日
第
６
回
役
員
会

凪
名

西
三
板
金
連
合
会

即
日
９
年
度
新
年
懇

親
会
担
当
打
合
せ

会
７
名

東
三
支
部

２
日
定
例
会
姐
名

過
日
講
習
会
フ
ィ

ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査

報
告
・
労
働
時
間

短
縮
に
つ
い
て

珊
名

弱
日
三
役
会
６
名


